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	第１ 　請求の趣旨に対する本案前の答弁
	１ 本件訴えを却下する。
	２ 訴訟費用は原告らの負担とする。 との判決を求める。
	第２  本案前の答弁の理由
	１ 仮処分決定の効力について 　原告らは、本件に先立つ仮処分（令和5年（ヨ）第768号）で記事削除や公表禁止を命ずる決定がなされたことを根拠として、本件でも当然に同様の結論が導かれると主張するかのようである。しかしながら、仮処分は本案訴訟における最終的な権利関係を確定するものではなく、暫定的救済にすぎない。 　裁判所には、本案の審理で被告の主張・立証を改めて十分に考慮し、権利関係の存否や違法性の有無を再検討する責務がある。したがって、仮処分決定が存在することをもって直ちに本件請求が認められるわけで...
	２ 部落解放同盟大阪府連合会の当事者適格の欠如 　部落解放同盟大阪府連合会（以下「大阪府連」という）は権利能力なき社団である。一般に法人格を有しない団体が「業務遂行権」や「差別されない権利」を主張するためには、判例上厳格な要件が求められる。 　大阪府連自身が、長年にわたり自治体等の支援を受けながら当該地域を同和地区と喧伝してきたことは明白である。自ら積極的に公表してきた以上、「地域が同和地区であること」をもはや秘匿情報として扱う余地はなく、団体としての人格権や業務遂行権が侵害されたと主張すること自...
	３ 個人原告請求の不適法性 　個人原告は、「部落出身者であること」を被告から新規暴露されたと主張するが、乙9、乙25などの証拠が示すように、自ら当該地域を同和地区と積極的に情報発信してきた。よって、今さら「秘匿情報の暴露」という構成は成り立たない。 　個人原告が部落解放同盟の活動や自治体との連携事業などを通じて広く表立って行動しているため、「原告が当該地域の住民である」こと自体が既に広く知られている。したがって、被告の記事により新たな差別の危険が生じたとは考えにくい。 　被告の記事は、個人原告の氏...
	４ 請求内容の曖昧性・広範性 　原告らは記事の削除にとどまらず、将来の書籍出版やあらゆる公表手段での情報発信禁止を求めている。しかし、すでに行政資料や歴史研究等で公にされている事実をここまで包括的に制限することは表現の自由を過度に侵害する。 　また、どの範囲の情報が差止対象となるか明確ではなく、いずれにせよ実効性にも疑問が残る。 　原告らの真の意図は、被告による「部落探訪」という活動そのものを今後一切止めさせたいところにあると推察される。だが、それは取材や記事作成といった表現活動を包括的に封じ込め...
	第３ 　請求の趣旨に対する本案の答弁
	１ 原告の請求を棄却する。
	２ 訴訟費用は原告らの負担とする。 との判決を求める。
	第４ 　本案に対する認否および被告の主張 　本案前の却下が認められない場合に備えて、以下のとおり本案についても答弁する。
	１ 請求原因に対する認否
	(1) 「被差別部落である地域をインターネットで暴露され、差別されない権利が侵害されている」との主張（訴状第1～4章要旨） 　争う。 　被告は「部落探訪」という名目で地域の歴史・現状を取材し、既に公になっている事実を再紹介しているにすぎない。部落解放同盟自ら当該地域を同和地区として公表しており、被告の投稿をもって新たな差別誘発を構成するとはいえない。 　また、原告らは当該地域が部落である旨を積極的に啓発活動や石碑設置（乙19,23）などで広報してきた。よって「差別を誘発させる」との主張は当を得ない...
	(2) 「原告大阪府連や個人原告の人格権・差別されない権利の侵害」との主張（訴状第5～6章要旨） 　被告の行為は公開情報の二次的引用と現地レポートにとどまり、原告側が主張するような差別助長や新規のプライバシー侵害を生じさせるものではない。 　被告の投稿によって新たに生じたプライバシー侵害や差別の危険は具体的に示されておらず、「長年の社会的活動実態を可視化しただけ」である。よって、原告らが主張するような人格権・差別されない権利の侵害は成立しない。 　部落差別の歴史的・社会的構造により「恐怖」や「不安...
	(3) 「被告は意図的に部落差別を煽り、その結果原告らに精神的苦痛や社会的排除をもたらした」との主張（訴状第7～8章要旨） 　争う。 　被告は市営住宅や補助金といった公共の利害に関わる要素を取材し、資料に基づいて発信しているにすぎない。かえって解放同盟や人権協議会が税金を受領し、組織活動や不法占拠（乙21）などを行った歴史を周知させることには公益性がある。 　従って、被差別部落がどうこうというより、公的事実を報道類似の形態で公開する行為である以上、不法行為は成立しない。 　また、原告らが主張する「...
	２ 本件請求が棄却されるべき理由
	(1) 既に周知されている情報の再提示にとどまる 　乙10～乙13、乙26～乙29などの証拠が示すように、本件地域は部落解放同盟の出版物や自治体の公式サイト、歴史資料等によって半世紀以上にわたり同和地区として公知である。原告ら自身が積極的に公表してきた事実も無視できない。 　被告の活動は地域の実情や歴史的経緯を広く社会に伝え、人権施策や公共事業の在り方について考える材料を提供するものである。差別的表現や排除を推奨する言動は一切なく、むしろ公益的言論として尊重されるべきである。 　全国部落調査裁判に...
	(2) 公益目的の表現行為であり、差別助長の意図はない 　被告は、地域の歴史的経緯や人権施策の在り方を社会的議論に供するため、当該地域の実態を取材して記事化したにすぎない。本件記事は部落差別を扇動するものではなく、事実と資料に基づいた報告の域を出ないものである。 　公共の利害に関わる問題に対しては、表現行為として一定の尊重が与えられるべきであり、この記事が同和地区住民を不当に誹謗中傷したり、具体的差別行為を推奨したりした事実は全く存在しない。原告の「被告が差別を拡大させる意図を持っている」という主...
	(3) 具体的差別被害の立証が皆無 　原告は「恐怖」「不安」「名誉感情の侵害」など抽象的主張を繰り返すが、被告の記事公開により、具体的に就職差別・結婚差別などの被害が発生した証左は立証されていない。実害が立証されなければ、不法行為の成立は認められない。 　差別の危険性を論じるのみで「実際に侵害が生じているか」という要件事実が曖昧となっている。 　むしろ、原告らの「恐怖」「不安」「名誉感情の侵害」こそが部落に対する根拠のない偏見であり、「差別意識」そのものである。 　東京高裁令和5年判決が「具体的差...
	(4) 団体活動や個人生活への妨害がない 　大阪府連も個人原告も、むしろ積極的に市からの補助金を受け、各種啓発事業や催しを行い、社会的活動を継続している。これを妨げる具体的事実は見当たらない。 　したがって、「被告が情報を掲載することで回復不能の重大な損害が生じている」という主張は、根拠を欠く。回復困難性が認められない以上、差止請求は失当である。 　むしろ、原告ら自身が当該地域を広報し事業を進める中で、被告の記事公開が積極的妨害になった事例は皆無である。これは「差別を誘発した」という原告の主張が過...
	(5) 差止・損害賠償は理由がない 　以上のとおり、公知情報の再整理にとどまる本件記事に違法性はなく、原告に重大かつ回復不能な被害を生じさせている事実もない。 　結局、原告らの請求は、本件地域が「被差別部落」と呼ばれ続けてきた社会背景を被告に転嫁しているにすぎず、法的根拠を欠く。よって削除や差止め、そして損害賠償請求はいずれも認められない。
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